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※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　東日本大震災により甚大な被害を受けた当市の復興まちづくりに当たり、今後予定
している公共施設の整備については、専門家・事業者・行政による枠組みと市民の参
加が必要不可欠である。
　震災復興のため、主要な公共施設の整備に係る設計者の選定はプロポーザル方式を
採用し、専門家を加えた審査委員会による設計者選定、設計段階で市民の意見を聴取
するワークショップの開催、設計・施工段階での専門家による助言等、技術支援に係
る業務である。

【かまいし未来のまちプロジェクト事業目標】
　１　津波に屈しない、希望を持てる地域づくり
　２　住む人に優しい人間らしいまちづくり
　３　自然と共存するサスティナブルな環境づくり
　４　相互信頼に基づいた自立型のガバナンス
　５　長期的視点に立った経済的合理性

【業務概要】
　１　施設整備計画条件の検討及び整理
　２　事業工程等に関する支援
　３　復興ディレクターとの調整に関する支援
　４　庁内委員会等に関する運営支援
　５　翌年度以降の事業工程、事業化に関する支援
　６　ワークショップ実施

【本プロジェクトにより整備が想定される公共施設】
　１　災害復興公営住宅
　２　小中学校
　３　市民文化会館
　４　市庁舎

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類
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要綱上の
事業名称

（1）市街地整備コーディネート事業

細要素事業名 かまいし未来のまちプロジェクト技術支援アドバイザー業務


